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「Leap」とは「飛躍」であり、校友会がさらなる
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　会員の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
　今年、校友会は設立30周年を迎え、会報誌「Leap」も第35号となりました。また、昨年には念
願の校友会会館が完成いたしました。これを機に、本会が会員の交流の場、情報発信の場とな
るよう、より充実した活動を企画したいと考えています。
　今年も約1,000名の卒業生が母校を巣立ち、校友会新会員として迎えることができ、ますま
す多くの卒業生が校友会の活動に参加していただけたらと願っています。
　今後とも会員の皆さまとの懸け橋になるよう努めてまいりますので、ご支援・ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
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JR岸辺駅

大阪学院大学

大阪学院大学
校友会会館

阪急正雀駅

　かねてより計画しておりました校友会会館が、昨年6月に完成いたしました。翌7月
に竣工披露パーティーが開催され、白井総長はじめ多くの大学関係者、各支部の役員の
方々にもご出席いただきました。校旗を掲げているため、完成当初は、通学途中の学生た
ちから関心が寄せられていましたが、学生の入館する機会も増え、徐々に認知されてき
ています。また、退職された先生方が大学を訪問された折に、来訪いただくこともありま
す。大学からも近く、JR岸辺駅から徒歩3分のところにありますので、卒業生の皆さまも
お近くにお越しの際は、お気軽にお立ち寄りください。

新生校友会会館

広々としており、大勢の来訪者も迎えることができ
ます。

事務フロアの隣にあり、主に四役会で使用します。 定年退職された先生方が訪れ、思い出話に花を咲
かせていらっしゃいます。

校友会会館でいちばん広い会議室。主に支部長会、
役員会で使用します。

重厚なソファーで落ち着いた印象ですが、窓から日
差しがさし込み、明るいです。

ここから見えるライトアップされた校舎は絶景で
す。
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　平成29年5月27日（土）正午より母校大阪学院大学本館7階
ホールにおいて、校友会総会が開催されました。
　野間幹事による司会進行で、岡本会長より開会の挨拶を頂き
ました。
　議長には橋本副会長、書記には辻幹事・原田幹事が承認され、
次の通り議事が進行しました。

平成28年4月1日から平成29年3月31日まで
（単位：円）

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで
（単位：円）

（単位：円）

平成29年3月31日 平成29年3月31日

平成28年度収支決算書・財産目録・基金繰入内訳表を上記のとおり報告 
いたします。

（注1）建物付属設備の取得合計額14,010,500円の償却累計額は12,494,561円である。
（注2）建物付属設備に新会館改修費用10,000,000円含まれている。

大阪学院大学校友会　平成28年度収支決算書・財産目録・基金繰入内訳表、
各項の調査を遂げ、その正確なることを認定いたします。

平成29年5月1日
会　長
会　計
会　計

平成29年5月1日
監査役
監査役

岡 本 寿 和
小 松 久 美 子
前 野 晃 久

□
□
□

□
□

収入の部

資産の部

負債の部

財 産 目 録 基 金 繰 入 内 訳 表

監 査 報 告 書

収入の部

支出の部

　議長指名により小松会計から配布資料「平
成29年度大阪学院大学校友会予算書（案）」に
基づき説明があった。
　各議事について報告・説明の後、質疑応答が
あり、議長から承認を求め全ての議題が満場
一致の拍手を持って承認されました。
　以上により本総会の議事を終了し、司会者
から出席者に対し審議協力の謝辞が述べられ
閉会となりました。総会後は出席者の記念写
真が本館前にて行われ、懇親会へと移動され
ました。

　前野会計より決算報告書に基づき報告が
あった。

決算報告について

　決算報告に引き続き、議長指名により黒石
監査役から平成29年5月1日（月）、黒石・石原
両監査役により監査を行った結果、正確に執
行されているとの報告があった。

会計監査報告について

平成29年度予算（案）について

　議長指名により髙橋幹事長から平成29年
度事業計画について次の通り説明があった。

1. �会報（第34号）を平成29年4月1日付で発行
2. �平成29年度大阪学院大学校友会総会・懇親会

開催
3. 新入生歓迎行事協賛
4. 校友会入学奨励金支給
5. 学生奨励金支給
6. 校友会奨学金支給
7. �卒業記念品を作成し平成29年9月および平成

30年3月卒業生に配布
8. 岸辺祭に協賛
9. 校友会本部事務局移転

平成29年度の事業計画（案）について

平成28年度 大阪学院大学校友会決算報告書 平成29年度 大阪学院大学校友会予算書 （案）

科　　目 予 算 額 決 算 額
会 費 収 入 29,940,000 32,790,000

受 取 利 息 0 80

校友会維持基金取崩収入 15,000,000 15,000,000

雑 収 入 0 0

前 年 度 繰 越 金 2,712,551 2,712,551

合 計 47,652,551 50,502,631

科　　目 金 額（円） 備　　考
流 動 資 産（20,871,075）

現 金 394,699

普 通 預 金 10,427,478 三菱東京 UFJ銀行,みずほ銀行吹田支店他4行

郵 便 振 替 10,048,898 岸辺駅前郵便局

固 定 資 産（28,163,380）

建物付属設備 24,010,500 校友会事務所内装・電気工事費（注1）

敷 金 4,000,000 ㈲オクダファミリー　預け入れ

電話加入権 152,880（06）6318-3260,（06）6318-3261

合 計 49,034,455

科　　目 金 額（円） 備　　考
校友会館建設特定預金 339,599,136 みずほ銀行吹田支店他1行

校 友 会 維 持 基 金 27,510,591 みずほ銀行吹田支店他1行

校 友 会 奨 学 基 金 134,600,000 みずほ銀行吹田支店他1行

合 計 501,709,727

科　　目 金 額（円） 備　　考
流 動 負 債 （1,538,495）

未 払 金 1,500,000 入学奨励金15名分

預 り 金 38,495 社会保険料

合 計 1,538,495

科　　目 金　　額 備　　考

会 費 収 入 26,310,000

大学
@15,000円×885名（ 962名×92.0%）

＝13,275,000円
@15,000円×814名（ 885名×92.0%）

＝12,210,000円短大
@15,000円× 28名（   29名×95.0%）

＝420,000円
@15,000円× 27名（   28名×95.0%）

＝405,000円
在籍者大学・短大とも平成29年4
月1日現在数に基づく。

受 取 利 息 0 預金利息

校友会維持基金取崩 12,000,000

前 年 度 繰 越 金 5,200,634

合 計 43,510,634
科　　目 予 算 額 決 算 額

校 友 会 維 持 基 金 0 0

校 友 会 奨 学 基 金 0 0

校友会館建設特定預金 0 0

校 友 会 奨 学 金 1,250,000 1,250,000

入 学 奨 励 金 1,000,000 1,500,000

学 生 奨 励 金 300,000 360,000

会 議 費 250,000 214,995

事 務 費 250,000 49,134

慶 弔 費 100,000 55,797

総 会 費 1,800,000 1,736,663

会 報 費 2,100,000 2,094,602

通 信 運 搬 費 3,800,000 3,781,313

支 払 手 数 料 100,000 78,538

旅 費 交 通 費 5,000,000 4,926,808

卒 業 記 念 品 費 2,500,000 2,568,240

支 部 助 成 費 8,800,000 8,729,178

備 品 購 入 費 100,000 0

保 険 料 30,000 12,600

水 道 光 熱 費 350,000 275,201

行 事 協 賛 金 3,200,000 3,160,821

事 務 機 使 用 料 550,000 328,561

図 書 費 50,000 48,444

賃 借 料 3,600,000 3,600,000

人 件 費 7,500,000 7,098,039

印 刷 製 本 費 70,000 62,510

消 耗 品 費 250,000 187,825

修 繕 費 1,000,000 432,000

委 託 費 162,000 162,000

雑 費 1,300,000 925,398

予 備 費 2,240,551 1,663,330

小 計 47,652,551 45,301,997

収 支 差 費 0 5,200,634

合 計 47,652,551 50,502,631

（単位：円）支出の部
科　　目 金　　額 備　　考

校 友 会 奨 学 金 1,250,000 @250,000×5人

入 学 奨 励 金 1,000,000 @100,000×10人

学 生 奨 励 金 500,000

会 議 費 250,000

事 務 費 200,000

慶 弔 費 100,000

総 会 費 1,900,000

会 報 費 2,100,000 会報第34号印刷代等

通 信 運 搬 費 3,900,000 総会案内・会報発送代金・電話料金等

支 払 手 数 料 100,000

旅 費 交 通 費 5,000,000

卒 業 記 念 品 費 2,400,000

支 部 助 成 費 8,800,000

備 品 購 入 費 100,000

保 険 料 300,000 火災保険料

水 道 光 熱 費 350,000

行 事 協 賛 金 3,700,000

事 務 機 使 用 料 350,000

図 書 費 50,000

賃 借 料 900,000 @300,000×3

人 件 費 8,200,000

印 刷 製 本 費 70,000

消 耗 品 費 250,000

修 繕 費 50,000

委 託 費 162,000

雑 費 1,000,000

予 備 費 528,634

合 計 43,510,634

　議長指名により、森田副会長から次の通り
報告があった。

1. 会報（第33号）を平成28年4月1日付で発行
2. �平成28年度大阪学院大学校友会総会・懇親会

開催
3. 新入生歓迎行事協賛
4. 校友会入学奨励金支給
5. 学生奨励金支給
6. 校友会奨学金支給
7. �卒業記念品を作成し平成28年9月および平成

29年3月卒業生に配布
8. 岸辺祭に協賛
9. 関東支部設立

事業報告について

黒 石 健 弘
石 原 淳 行

平成29年度 総会・懇親会 開催

印

印

印

印

印
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総会報告



　校友会会員の皆様方におかれましては、ますますご健勝のことと
お慶び申し上げます。
　日頃は、滋賀支部の活動に対しまして、積極的にご参加いただき、
また、ご協力、ご支援賜り、心から厚くお礼申し上げます。滋賀支部
につきましては、2007年に設立し、2017年で11年目を迎えました。
このように年数を重ね、活動が続けられるのも、大学関係者、校友会

本部、各支部の皆様におかげ
と感謝申し上げます。
　さて、滋賀県では、ただい
ま日本一の大きさを誇る琵
琶湖を自転車で一周する「ビ
ワイチ」が人気を集めており
ます。自転車で琵琶湖を１周

すると約200kmになります。滋賀
県の魅力を知っていただくために、
ビワイチサイクリングマップも作
成しておりますので、マップを手に
取っていただき、湖国の自然と歴
史文化のすばらしさを五感で楽し
んでいただけると幸いに存じます。
　また、2018年、滋賀支部の総会につきましても、琵琶湖が一望で
きる「琵琶湖ホテル」で12年目の総会の開催を予定しております。総
会をはじめ、滋賀支部では、校友会の会員の皆様、大学関係者の皆
様に、滋賀県の良さを知っていただけるような企画で、今年も活動
に取り組んでまいりたいと考えております。ぜひ、会員相互の懇親と
校友会本部、各支部との交流を深めるためにも、滋賀支部の各種活
動にご参加くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。
　最後になりま
したが、会員の皆
様 方、大 阪 学 院
大学の関係者の
皆様方のご健勝
とご活躍を心か
らご祈念申し上
げます。

　皆様のご協力のもと、設立2年目を迎えることができま
した。
　関東支部では在校生運動部応援事業を実施しておりま
す。
　実績として港区スポーツセンターにてバレーボール部大
会の応援、大田区民体育館ではバスケットボール部大会の
応援活動を行いました。さらに、仙台で開催された全日本
大学女子駅伝対校選手権大会でも応援活動を実施させて
いただき、学院大は見事4位の好成績を収めることができ
ました。
　今後も関東支部として支部事業の充実を図るのはもち

ろん、本部協賛事業には積極的に参加し、大学関係者、本
部関係者の方々との連絡を密にはかり、運動部応援事業を
通じて在 校 生との
交流を図ってまいり
ます。
　今後とも、皆様の
積極的なご参加を
お 待 ちしておりま
す。

　校友会会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　日頃より、本支部の活動におきましてご協力、ご支援を賜り心より厚く御
礼申し上げます。おかげ様で本支部も7年目を迎えることが出来ました。
　6月には、金沢にて第7回北陸支部総会及び懇親会が開催されました。会
員の皆様とともに賑やかな一時を過ごすことができました。
　8月には、恒例となりつつあります「越中おわら風の盆まつり」への参加と
懇親会が開催されました。幻想的な踊りと美味しい料理を楽しみ、会員相互
の親睦がより一層深まりました。
　10月には「岸辺祭」に参加し、台風が接近しあいにくの雨模様となりました
が、北陸三県の物産展は好評をいただくことができました。また他の支部の
方々との再会を喜び合い、交流を深める良い機会となりました。
　11月、福井県で開催されます「スーパーレディース駅伝」は、昨年が最後の
開催となりました。強豪ぞろいの中、母校が 3年ぶり2回目の優勝をはたし、

記念の年に有終の美を飾ることとな
りました。母校の応援を通じ、選手た
ちの力走から日頃の努力と選手の一
体感を感じ、それが実を結んだことに
感動しました。

　支部活動を通じ会員相互の親睦を図ることは母校大阪
学院大学を盛り上げ発展に寄与できると考えております。
これからも引き続き支部活動を通じてできたご縁を大切
にし盛り上げてまいりたいと思います。
　本年も6月に北陸支部総会及び懇親会を予定しており
ます。校友会の皆様の参加を心よりお待ちしております。

　校友会会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のことと
お慶び申し上げます。
　日頃から本支部の活動にご協力、ご理解頂き厚く御礼申し
上げます。また、愛知、岐阜、三重の三県より設立した東海支部
も7年目となり、「新たな風を」という加藤前支部長の熱い思い
により、昨年度は新支部長のもと出船致しました事をご報告致
します。
　設立より継続のベルマーク収集事業は、会員の皆様やご賛
同の方々のご協力でベルマーク財団を通じ被災地の子供達へ
の支援として行っております。
　7月の総会、懇親会は多くの来賓の方々や支部会員の皆様

が、楽しい時間を過ごし交流を深めました。10月の岸辺祭は射
的ブースを出店し、近隣の子供達の楽しみとなっております。ま
た新年会、地域文
化 講 座と会 員 交
流の場を設けてお
ります、多くの 卒
業 生の皆 様の参
加をお待ちしてい
ます。

北 陸

東 海

滋 賀

関 東

総 会 日 程 平成30年6月3日（日） 琵琶湖ホテル

大矢文男 支部長

鈴木照彦 支部長

仲野弘子 支部長

斉藤芳朗 支部長

090-2832-0214

090-5008-1419

077-573-3954

090-4727-4786

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

TEL

TEL

TEL

TEL

支
部

支
部

支
部

支
部

総 会 日 程 平成30年8月5日（日） TKPガーデンシティ品川

総 会 日 程 平成30年6月17日（日） ホテル金沢

総 会 日 程 平成30年7月8日（日） キャッスルプラザホテル名古屋
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　平成29年6月11日京都ブライトンホテルにて第15回支部総
会及び懇親会を行いました。来賓として木村昌司名誉教授、岡
本会長をはじめ各支部役員の皆様にご出席賜りまことにあり
がとうございました。懇親会では恒例のカラオケ大会を行い、
会場は大いに盛り上がりました。今後もよりたくさんの方に参
加して頂けるように楽しい会にしていきたいと考えております。
　また支部活動として9月23日わかさスタジアムにて硬式野
球部の秋季リーグ戦(大院大ー大商大)が行われましたので応
援に行きました。両校互角の戦いで接戦でしたが、結果は残念
ながら惜敗となりました。しかし9月といえどまだ残暑の厳し
いなか必死に頑張っている選手たちの姿は本当に清々しく、私

たちも元気をもらいました。
　今後もスポーツ応援などを通して現役学生を出来る限り支
援していきたい
と思っております
ので会員の皆様
のご協力、ご支援
を賜わりますよう
よろしくお願い申
し上げます。

　平成29年6月25日（日）橿原ロイヤルホテルにて第11回奈良支部
総会及び懇親会を開催致しましたところ、本部から岡本会長、安部幹
事、小松会計、来賓に角田学生部長、9支部の役員を迎え盛大にとり
行われました。
　恒例のカラオケ大会やビンゴゲーム大会が盛り上がり思い出に残
る祝宴になりました。
　次は8月6日（日）夏のバーベキュー大会をラッテ高松にて開催致し
ました。
　次は9月3日（日）啓発活動クリーンアップ奈良に参加致しました。
　次は10月22日（日）岸辺祭に参画し大和の特産品を販売致しまし
た。
　生憎の雨の為室内での開催でしたが、靴下の詰め放題や大和野

菜、柿の販売に人気がありました。
　次は平成30年1月21日（日）に新春の集いを橿原ロイヤルホテルに
て盛大に開催され
ました。
　 奈 良 支 部 で は

「家族ぐるみの参
加」をモットーに役
員一同校友会活動
の新しい会員を募
集致しております。

　平成29年7月2日（日）岡山プラザホテルにて第17回岡山支部総
会及び懇親会を開催いたしましたところ、本部から、会長、副会長、
来賓に金川教授をお迎えし、多くの皆様の出席を頂きました。又、
各支部役員の方々の御出席も賜り、総会も恙なく終わり厚くお礼
申し上げます。
　懇親会では、岡本会長、来賓の金川教授から温かいご祝辞も頂
き、和やかな雰囲気の中、今回のアトラクションは、ビンゴゲームで
豪華景品をご用意させて頂きました。又様々な各支部様からの情
報交換の場としても、岡山支部役員一同大変感謝致しております。
　有意義な懇親を深める事が出来たように思います。
　そして、第56回岸辺祭にて岡山支部も岡山キムラヤのバナナ

ロール、シガーフライ等々を出店し、今回も大好評でした。御協力、
御協賛頂きました
支部会員様、有難う
御座いました。
　岡山支部では、
岡山県在住で興味
がある方は、是非連
絡先までご連絡を
お願いします。

　陽春の候、会員の皆様におかれましては益々ご健勝のことと御
喜び申し上げます。
　平素より、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　平成29年度の支部活動といたしましては、6月4日（日）リーガロ
イヤルホテル広島にて新入会員2名を迎え広島支部総会を開催い
たしました。10月23日には岸辺祭にて広島の特産品であります、か
き醤油や尾道ラーメンなどを販売し大変盛況のうちに終えること
が出来ました。
　今年度は、広島支部設立11年目に入るということで支部会員全
員が新たな気持ちで支部活動に邁進したいと考えております。　
また、今年度は7月22日福山ニューキャッスルホテルにて広島支部

総会及び懇親会を開催いたしますので、是非たくさんの皆様にご
参加していただき活気
のある楽しい会にして
いきたいと思います。
　最後になりましたが、
広島県在住の方で校
友会に興味のある方は
いつでもご連絡お待ち
しております。

　四 国支 部 29年度は7月
23日に香川県琴平町の琴参
閣にて、30名を超える卒業
生が参加し総会を開催いた
しました。岸辺祭では残念な
がら台風の直撃を受けなが
らも、高知のケンピ、香川の
うどん、愛媛の今治のタオル

等、大勢の方に来て頂き即完売致しました。行事と致しましては総会と２回
の親睦会を開催し、ご家族もご参加いただき家族ぐるみの支部会がますま
す盛んになっております。12月には愛媛県東温市の坊ちゃん劇場にて、正岡
子規と夏目漱石の共同生活を描いた52daysを鑑賞して参り、その後食事会
をし懇親ができました。52daysの中の子規さんのフレーズで「夢を見るの

は条件がいるんぞなもし、それは今を一生懸命生きとる人だけぞなもし」死
を覚悟している子規さんの魂の言葉でしょう。大学卒業して皆様方におかれ
ましても、有意義に夢を持ちお過ご
しの事と思います。そこでなお一層
卒業生とのつながりを広げていけ
たらいかがでしょう。仕事に余暇に
仲間の和を広げ、活用していただけ
るとありがたいです。是非一度校友
会を覗いて下さい。みんな暖かく迎
えますよ。これからの四国支部もよ
ろしくお願いいたします。

　平成29年8月5日（土）『八仙閣・本店』において、第3回九州支部総会を行い
ました。
　岡本会長をはじめ本部・大学関係者・各支部の役員皆様に御出席を賜り大
変有難う御座いました。
　今回は、九州各県の役員メンバーにお力添え
頂いた事も有り、第3回目の総会は多少の余裕
をもっての開催とする事が出来ました。
　総会後の当支部の懇親会アトラクションは、
恒例のマジックショーなのですが、毎年違った趣
向で参加型のアトラクションとなっており、ご出
席頂いた皆様には大変喜んでいただけた宴とな
りました。
　九州支部の活動を在住のＯＢ・ＯＧ方々に身

近に知って頂きたいとの理由で、昨年度から『活動報告Vol.1』として活動報
告を郵送させて頂きました。本年度も皆様に交流活動の内容をお知らせした
く、又ご参加の架け橋となり、ご覧頂きたく思っております。
　何分にも、まだまだ開設間
も無い支部ですので、支部総
会が毎年パワーアップ出来る
ように支部メンバーで頑張る
事と、そして『校友会九州支
部』の存在を知って貰い、新た
にメンバーを迎えられる様に
頑張りたいと思います。

四 国

京 都

岡 山

九 州

奈 良

広 島

総 会 日 程

総 会 日 程

総 会 日 程

総 会 日 程

総 会 日 程 平成30年6月10日（日） 京都ブライトンホテル

総 会 日 程 平成30年6月24日（日） 橿原ロイヤルホテル

平成30年7月1日（日） 岡山プラザホテル

平成30年7月22日（日） 福山ニューキャッスルホテル

平成30年7月21日（土） 三翠園

平成30年6月23日（土）八仙閣

林聖二 支部長

山口隆平 支部長

折田謙司 会計

松永卓也 支部長

中井二上 支部長

開地順一 幹事長

080-3924-3250

075-841-0430
㈱ヤマグチ内

086-225-1078

090-9589-1400

0745-48-4880

084-922-8921

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

支
部

支
部

支
部

支
部

支
部

支
部
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　大学間競争の激化が叫ばれる今日この頃だが、幸いな
ことに大阪学院大学は、最近、大いに躍進しており、年々
一般入試の合格点上昇が続いている。これらの結果も、
それぞれの学部が現代学生に適合したカリキュラムを組
んだり、特徴のある新たな取り組みを試みたりしてきた
努力の積み重ねが形になって表れてきたと言えよう。
　もちろん商学部も他学部に負けないよう、カリキュラム
改革を始めとし、様々な取り組みを続け、新生商学部のイ
メージを追い求めてきた。その筆頭が、社長直伝プログラ
ムに代表されるビジネスチャット、いわゆるBチャットの
充実強化である。
　商学部から始まったBチャットの試みは、本学卒業生
社長により構成されるフェニックス倶楽部の皆様の絶大
なるご協力のもとに始まり、いまや学院の魅力的な取り
組みとして、広く知られるようになった。入学面接の小論
文を見ても、この社長直伝プログラムに関心を持ち、先
輩社長と膝突き合わせる機会への興味の高さが伺える。
　もちろん、Bチャットには、それ以外のユニークな取り
組みも含まれている。ペンタゴン（五角形）にまとめられ
たその取り組みには、まず、第1に女子学生に関心の強
い、ファッション、メイクアップ、ライフスタイルなどの分
野で活躍中の女性社長が、実践的に仕事と家庭生活を両

　『深夜特急』で描かれる旅の本来の主題は、本の記述を
借りれば「インドのデリーからイギリスのロンドンまで乗
合いバスで行く」というものだ。もっとも、東京からデリー
までは相当に距離があるため、東京―デリー便を手配し、
その際、香港・バンコクでの途中降機が可能な航空券とす
る。「せいぜい二、三日あれば十分の、単なる通過地点」だっ
たはずの香港は、あまりの面白さに結局数週間も滞在する
こととなる。その後、隣のマカオでカジノにはまり、次の降
機地であるタイ・バンコクに向かうが、刺激を得られず熱狂
できない。バンコクからマレー半島を南下する鉄道で国境
を越え、各地に寄りながらシンガポールまで行っても、物足
りなさが消えないという。『深夜特急2』の終わりで、沢木氏
はついに気が付く。「香港があまりにもすばらしく、一日と
して心が震えない日はなかった」ため、「タイやマレーシア
のどんな街にいても、無意識のうちに香港を探し求めてい
た」のだ。
　香港の刺激は香港でしか味わえない。性格の異なる別
の都市には別の楽しみ方があり、対応を誤ったために刺激
を得ることができなかった。そこに思い至ったとき、著者は

「中国の文化圏に属さない、明らかに異なるもう一つの文
化を持つ国の、しかも、良くも悪くも強烈な臭いのある街」
として、インドの西側に位置するデリーではなく、東側のカ
ルカッタ（現・コルカタ）を選ぶ。新しい国をより広く歩き、

立しうる経験を教えてくれる「ステキ塾」がある。女子学
生の自発的な運営による「ステキ塾」は、女性の時代を象
徴している。こうした影響もあって、商学部の2017年度
女子学生入学生比率は33%と急激に上昇している。女
性にも人気のある学部のあり方は、商学部の目指すとこ
ろであり、少しずつその姿が実現している。
　この他にも、商学部に関わるBチャットには、将来の独
立準備のための開業指南プログラム、税理士試験等の科
目合格を目指した資格マスタープログラム、そして「吹田く
わい」にまつわる様々な取り組みや天神橋筋商店街の巨
大絵馬制作に代表される地域活性チャレンジなど、地域に
密着した大阪学院大学らしい取り組みがある。最近では、
こうした取り組みから商学部生による税理士試験の科目
合格が続いており、本学の伝統の強さを示している。
　これから商学部が目指す道は、もとより本学の理念で
ある実践的な人材養成であるが、しかしそれは大学生活
をより豊かに、かつ面白く過ごす中から生まれるもので
ある。当初から大阪学院大学を目指し入ってよかったとい
う人はもちろん、不本意で大阪学院大学に来たけれど、
実はそれは自分の人生にとって本当に幸運であったと思
えるような商学部づくりを目指して、今後とも学部教職員
一同で努力していきたいと考えている。

考えをリセットするにはいい選択と言えよう。
　香港の幻想を求め続けてしまったことについて、「すべて
はもう手遅れだ。人生と同じように、旅もまた二度と同じこ
とをやり直すわけにはいかないのだから……」と書かれて
いる。この気づきとその後の方針転換は、人生に再適用す
ることができるだろう。つまり、新しい人生のステージに進
んで物事が順調に進んでいても、進行の過程で「これは違
う、こうではないはずだ」と思うことに出くわすものである
が、そこで愚痴を言いながらただ耐え忍ぶのではなく、自
分なりの打開策を見つけ、方向転換を図ろうとするような
ことである。
　『深夜特急』は、文庫化に際して著者との対談が収録さ
れており、『深夜特急１』所収の対談では、（その筋では）有名
な「出発の年齢」が語られている。沢木氏がこの旅を始めた
のは26歳の時であるが、26 ～27歳の頃がちょうど「若干
の世間知とか判断力がついていて」「いろいろな人に会っ
たり、トラブルに見舞われたりするたびに、自分の背丈がわ
かる」からいいと言う。私も、比較的自分勝手な海外の旅が
できるようになったのは27歳のころであるが、大卒の皆さ
ん（の多く）がこれから迎えるだろう26 ～27歳という年齢
は、長い人生の中で最初の節目であると言えるかもしれな
い。その節目を迎えたとき、有給休暇を使って非日常の世
界に足を運び、自分を見つめ直すのもよいだろう。

（平成30年3月31日 退職予定）

商学部
田中 道雄 教授

外国語学部
村田 和久 講師

私のお薦めの一冊

商学部の意欲的な取り組み

書 名：『深夜特急1 香港・マカオ』
　　 『深夜特急2 マレー半島・シンガポール』 

著者：沢木耕太郎　発行所：新潮社（文庫：1994年）

教員からのメッセージ

短期大学部　経営実務科

教育開発支援センター

商 学 部

経 済 学 部

西村　重富　　教授

八木　　徹　　教授

安田　一之　　教授

明石　喜彬　　教授

三上　孝雄　　教授

法 学 部

国 際 学 部

外 国 語 学 部

南川　諦弘　　教授

辻　　　朗　　教授

服部　義弘　　教授

島岡　　宏　　教授

長岡　みゆき　教授

藤原　　学　　教授

小倉　康三　　教授

宇野　　章　　助教

教 員 人 事 （平成30年2月23日現在）
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OB̀ s introduction
紙面の都合で原稿一部を要約し掲載
しております。詳しい紹介はホームペー
ジ（http://www.ogu-koyukai.jp/）
でご覧いただけます。

　「こんにちは。私は現在、プロゴルファーとしてトーナメ
ントツアーに出場し、ツアー優勝を目指して奮闘していま
す。ゴルフを始めたきっかけは、ジュニア時代にゴルフを
始めていた兄の影響で、私も10
歳からゴルフを始めました。
　そして高校・大学では併設高
校・本学で7年間、ゴルフ部に所
属し、それぞれのよき指導者と
部員たちのもとでゴルフに没頭
してきました。特に大学在学中
は、部活動と授業以外の時間は
自主練習、土日はゴルフ場でキャ
ディーのアルバイトをしながら夕
方からハーフを回って練習するといった、本当にゴルフに
明け暮れた4年間でした。その成果もあって、4年次の時
には、関西アマチュアと日本アマチュア選手権にそれぞれ
優勝することができ、プロゴルファーに転向する大きな機
会になりました。
　こんな私ですが、1・2年次の頃は戦績が伸び悩み、落ち
込んだりした時もあり、ゴルフに集中できずに遊びに没頭
した時期がありました。それでも自分は「遊んでいる時よ
りもゴルフをしている時が一番楽しい！」と自覚するよう
になった頃から徐々にゴルフの戦績も結果が付き始めて
きたと思います。
　大学時代を振り返ると、もし大学4年間、ゴルフだけの
経験値しかなかったら卒業後、社会人になってからいろん
なことに興味を持ち始め、ゴルフを疎かにして恐らく今の

自分はなかったかもしれない。そう思うと、早い大学時分
に自分にはゴルフが一番であることを自覚できたことが
一番の強みだと思っています。

　今 年でプロ5年目となります
が、日々の練習や試合遠征など、プ
ロ選手として活動するためのスケ
ジュール管理を行うために一番大
切なことは「自律心」だと思ってい
ます。すべてのスケジューリングを
行いながら、日常におけるオンオフ
の切り替えを自ら考え・判断・行動
するといった、プロに求められる習
慣が大学時代から身に着けられて

いたことが、今の私には大きな経験値となっています。
　今年こそツアー初優勝！　この目標に向かい、現在は
私と同じ本学ゴルフ部OG（平成22年日本女子学生選手
権優勝）である姉（大堀 薫／平成24年経営学部卒）のサ
ポートを受けながら二人三脚で頑張っています。そして今
後は、本学OB・OGのプロ
ゴルファーの中でも私が第
一線でプレーできるよう結
果を出したいと思いますの
で、OB・OGの皆様におか
れましてもTV・新聞等で私
を見掛けられましたら、ぜひ
ご支援・ご声援いただけま
すようお願いいたします！」

　カリブ海の小島 Trinidad & Tobagoのドラム缶楽器
「steel pan」はてさてご存知の方はどれくらいいらっしゃ
るでしょうか？近年では番組の背景で使われたり、ホテ
ルのBGMや街角で流れ聞こえてきます。そんな中、有線
放送の「リゾートBGM」チャンネルでの演奏はじめ、大阪
MBSラジオ「こんちわコンちゃん」のテーマ、エンディン
グ曲、NHKTV趣味悠 （々現在終了）の挿入曲等、不肖私
が演奏させて頂いております。
　バレー部を目指し、入学したものの高校の先輩から
軽音楽部見学に行こか〜から入部？！演ったことのない
SAXを無理やりやらされる・・・予定にないこのゴリ押
しが人生を変える羽目に。JAZZな日々・・・商業高校
から、流れで商学部へ進んだものの全力で音楽に没頭す

る日々でした。
　その後スタジオでアルバイトする打楽器奏者にそその
かされ転向、シンプルに叩く方が向いていたな〜とこれ
また中南米な日々・・・専門学校講師、歌手のバック、劇
団四季「ライオンキング」での演奏。1986年NY旅行中に
steel panに出会い着手・・・メロディー楽器からの作
曲も含め現在の演奏スタイルになる。20年前、高知の子
供達に向け演奏会をしたご縁で楽曲提供したり地域のお
祭りをプロデュース、13年間月に一度指導に向かい珍し
い楽器のコンサート等TV、新聞に取り上げられた事も手
伝い4年前に高知の観光特使に委嘱されました。演奏活
動の傍ら現在、RKC高知TVの情報番組「eye＋スーパー」
にも月一レギュラーで出演しております。
　この予想もしない出会いとご縁は軽音楽部から・・・
人と人がつながる連鎖が今の自分を支えてもらってます。

各界で
活躍する

パーカッショニスト、作曲家

山
や ま む ら

村 誠
せ い い ち

一
昭和58年 商学部 卒
factory works：
06-6969-9779
HP：saezuri.net

プロゴルファー、フリー

大
お お ほ り

堀 裕
ゆ う

次
じ

郎
ろ う

平成26年 経営学部 卒
在学時の団体成績はリーグ
戦7連覇。大学４年次には「日
本アマチュアゴルフ選手権競
技」で優勝、平成25年にプロ
転向。賞金ランキングは平成
28年:41位、平 成29年:30位
で現在シード権を獲得。
HP：http://yujiro-ohori.com

OB 紹 介
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各界で活躍するOB紹介



　岡山県の南部・瀬戸大橋の麓にある【鷲羽山下電ホテル】と、岡山
県北部・美作市の湯郷温泉にある【ゆのごう美春閣】の女将の永山
泉水と申します。役職は女将ですが、恐らく皆様が思い描かれてい
る「女将の仕事」とは少し違った形で自社はもちろん、地域を最大

限に活かせられるように
日々考えながら地域の皆
様と共に活動を続けてお
ります。その為、会社にい
ない事も多いのですが、
会社を守ってくれる仲間
がいること、そして時代
の進化（PC・携帯）のお陰

で、どこにいても仕事を続けられる環境にとても感謝をしておりま
す。最近は私の活動に対しての応援も含め、全国各地から講演者と
してお招き頂き、お話をさせて頂く機会が増えて参りました。他エ
リアで私がお話する事自体が地域や自社の発展にも繋がっており
ます。そこで出会った方とのご縁を大切に、今後に活かして参りた
いと思っています。私の活動は、自社や地域のPRと共にブログな
どで発信し続けてい
ますので、興味のある
方はぜひアクセスして
みてください。さて、こ
こからは私の旅 館の
紹 介をさせて頂きま
す。
　全客室から瀬 戸大
橋を一望できる鷲 羽
山下電ホテル。夏はプライベートビーチやホテル内のガーデンプー
ルに加え、数年前から一般のお客様にもご提供を始めた無人島プ

ランなど、大 人からお子
様までお楽しみ頂けるも
のを沢山ご用意しており
ます。春秋冬期間は、美味
しい海の幸をふんだんに
使用したお料理で皆様を
お迎えしています。最近で
は、ガーデンを使用しての

大型音楽イベントや、館内ホールを使用してのカラオケバトル、無人
島を使用しての研修や芸能人によるロケも増えています。
　名湯・湯郷温泉にあるゆのごう美春閣では、温泉で心身ともにリ
ラックスして頂く…と同時に、全てのお客様にリフレッシュ（元気に
なってもらう）してもらえるように、お食事の後は、カラオケルーム
でお楽しみ頂いたり、岡山のご当地グルメが味わえるお夜食処に
て地域のB級グルメや地酒をお楽しみ頂いたりと心もお腹も満た
されること間違い無しの旅
館です。また、毎日開催のビ
ンゴゲーム大会では、『ビン
ゴー！シュート！』という掛
け声と共に、お客様同士が
仲良くなるシーンをよく目に
いたします。昨年春、日本初
の和室のハローキティルー
ムを誕生させ、お子様だけでは無く女性グループ、海外の方からも
注目されております。　
　両館共通の私の自慢は、元気なスタッフが揃っている事です。校
友会の皆様、ぜひ元気なスタッフに会いに岡山県へお越しくださ
いね！皆様のお越しをお待ちしております。

OBのお店紹介 鷲 羽 山 下 電 ホ テル
ゆ のごう美 春 閣

岡山県　鷲羽山下電ホテル/ゆのごう美春閣　
女将

永
な が や ま

山 泉
い ず み

水　
平成12年 国際学部 卒

【ブログ】https://ameblo.jp/hrsdizumi/
Facebook・インスタグラム・Twitter有

鷲羽山下電ホテル  〒711-0924 岡山県倉敷市大浜海岸
【公式HP】http://shimoden.bonvoyage.co.jp/
Facebookページ・Twitter・インスタグラム・スタッフブログ有

ゆのごう美春閣  〒707-0061 岡山県美作市中山奥湯郷
【公式HP】http://yunogo.bonvoyage.co.jp/
Facebookページ・Twitter・インスタグラム・スタッフブログ・公式LINE有

募　　集
OB紹介に“我こそは！！”
という方を募集しています！

自薦・他薦は問いません。会報に載せき
れない場合は、ホームページに載せさ
せていただきます。
是非みなさんも会報Leapに載ってみ
ませんか？「氏名・卒業年・卒業学部・連
絡先・活動内容」を記載の上、校友会事
務局までご連絡ください。掲載の場合
は、改めて事務局よりご連絡させてい
ただきます。

OBのお店紹介を
募集しています！

ご自分のお店を会報Leapで自慢して
みませんか？

「氏名・卒業年・卒業学部・連絡先・店名・
事業内容」を記載の上、校友会事務局
までご連絡ください。
掲載の場合は、改めて事務局よりご連
絡させていただきます。

“懐かしの写真”を
募集しています！

楽しかったあの頃の思い出を皆さんと
共有しませんか？
写真とエピソードを添えて下記の校
友会事務局まで郵送またはメールに
てお送りください。
調整の上、掲載させていただきます。

大阪学院大学校友会事務局 〒564-0011 大阪府吹田市岸部南2-5-1
TEL.06-6318-3260　FAX.06-6318-3261　E-mail:koyu@ogu.ac.jp

永山泉水
 で検索！
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・	関西六大学野球連盟 
 	春季リーグ戦5位
・	関西六大学野球連盟 
 	秋季リーグ戦3位

【男子】	・	関西学生男子春季1部校 
 	 	 学校対抗戦優勝
	 ・	関西学生男子秋季1部校 
 	 	 学校対抗戦優勝
	 ・	全国大学ゴルフ対抗戦3位
	 ・	信夫杯争奪
 	 	 日本大学ゴルフ対抗戦6位

【女子】	・	関西学生女子春季1部校 
 	 	 学校対抗戦3位
	 ・	関西学生女子秋季1部校 
 	 	 学校対抗戦4位
	 ・	全国女子
	 	 大学ゴルフ対抗戦7位

【男子駅伝】	・	関西学生対校
 	  	駅伝競走大会11位

【女子駅伝】	・	関西学生対校女子
	  	駅伝競走大会準優勝
	 ・	全日本大学女子
	  	駅伝対校選手権大会4位
	 ・	全日本大学女子
	  	選抜駅伝競走6位

・	関西学生
 	アメリカンフットボールリーグ
 	3部Aブロック3位

【男子】	・	関西大学バレーボール
	  	春季リーグ戦1部12位（2部降格）
	 ・	関西大学バレーボール
	  	秋季リーグ戦2部優勝（1部昇格）

【女子】	・	関西大学バレーボール
	  	春季リーグ戦1部6位
	 ・	関西大学バレーボール
	  	秋季リーグ戦1部11位
	 ・	西日本大学バレーボール
	 	 選手権大会ベスト8

硬式野球部 ゴルフ部 陸上競技部 アメリカンフットボール部 バレーボール部

・	関西学生バスケットボール
 	リーグ戦1部準優勝
・	西日本学生バスケットボール
 	選手権大会4位
・	関西学生バスケットボール
 	選手権大会優勝
・	全日本大学バスケットボール
 	選手権大会（初戦敗退）

・	関西学生サッカーリーグ戦
 	1部9位
・	関西学生サッカー選手権大会
	（準々決勝敗退）

・	関西大学ラグビーリーグ
 	2部8位

・	関西チアリーディング
	 選手権2位
・	ジャパンカップ チアリーディング
	 日本選手権大会6位
・	全日本学生チアリーディング
	 選手権大会4位

・	大阪府吹奏楽コンクール銀賞
・	大阪府マーチングコンテスト銀賞

バスケットボール部 サッカー部 ラグビー部 チアリーダー部 吹奏楽部

ユニバーシティクラブ（強化クラブ）の主な戦績

特設サイト「OGU CLUBS」で
最新ニュースをチェック！
ユニバーシティクラブの最新情報をはじめ、全クラブ・サークルの
情報を掲載した特設サイトを設置しています。
今すぐ気になるクラブをチェック！

OGU CLUBS 検  索

毎年、優秀な成績で全国大会などに出場したクラブ、本校のために
慈善事業をした団体に対し、校友会から学生奨励金を贈呈しています。

月　日 クラブ・団体名 大会・主催者名
H29年11月16日 陸上競技部（男子） 第78回関西学生対校駅伝競走大会（丹後大学駅伝）
H29年11月16日 バスケットボール部

（男子）
第69回全日本
大学バスケットボール選手権大会

H29年11月16日 バレーボール部
（男子）

第70回秩父宮賜杯
全日本バレーボール大学男子選手権大会

H29年11月16日 バレーボール部
（女子）

第64回秩父宮妃賜杯
全日本バレーボール大学女子選手権大会

H29年11月17日 陸上競技部（女子） 第35回全日本大学女子駅伝対校選手権大会
H29年12月20日 チアリーダー部 第29回全日本学生選手権大会
H29年12月20日 陸上競技部（女子） 2017全日本大学女子選抜駅伝競走

（富士山女子駅伝）
H30年  3月  9日 ゴルフ部（女子） 2018 Dr.Donnis Thompson Invitational

学 生 奨 励 金 贈 呈 報 告

チアリーダー部代表

陸上競技部（男子）代表 /左
バレーボール部（女子）代表 /中
バレーボール部（男子）代表 /右

陸上競技部（女子）代表
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　このページでは、大阪学院大学から校友会会員の皆さんを対象とした入試制度「ファミリー推薦入試」および
エクステンションセンター開講の「生涯学習講座」のご案内をさせていただきます。

　ファミリー推薦入試は「本学の卒業生および在学生の2親等以内（子・
孫・兄弟姉妹）」を対象とした入学試験制度です。大阪学院大学の教育理念
を理解し、校風の継承と特色ある教育活動の活性化に意欲のある学生を
募集するものです。なお、出願資格は「高等学校もしくは中等教育学校を
2019年3月卒業見込みの者で、本学専願の者」となっています。

※�受験には、オープンキャンパスまたは入試相談会への参加が
必要です。

　�詳細・資料請求は、入試事務室までお問合せください。
　TEL.06-6381-8434（代表）

　エクステンションセンターは、大学のキャンパス内において「資格取得講座（語学・IT関係・就職試験対策など）」や「生涯学習講座（生活
教養・スポーツ・語学など）」を開講している窓口です。現役の大学生だけでなく、卒業生の皆さんはお得な受講料でのご参加が可能です。

●オープンキャンパス2018開催日
　6/17（日）・7/21（土）・7/28（土）・7/29（日）・
　8/19（日）・9/9（日）
●入試相談会2018開催日
　9/22（土）・10/10（水）・10/24（水）・11/14（水）・
　12/1（土）

 ポイント1  �本学を卒業または在学生しているご両親や
兄弟姉妹がいる方を対象とした入試制度

 ポイント2  �オープンキャンパスまたは入試相談会に参
加した方を対象に出願書類を配付

 ポイント3  �学費軽減などファミリー推薦ならではの特
典があります

■ファミリー推薦入試
学部学科 日程 試験日

■ 大学

■ 短大

商 学 部／商 学 科
経営学部／経営学科
経営学部／ホスピタリティ経営学科
経済学部／経済学科
法 学 部／法 学 科
外国語学部／英語学科
国際学部／国際学科
情報学部／情報学科
経営実務科（女子のみ）

A日程 10月上旬
（予定）

B日程 12月中旬
（予定）

※�ファミリー推薦制度以外にも様々な制度があります。詳しくは2019入試ガ
イドをご請求下さい。

大 学 か ら の ご 案 内

エクステンションセンターからのご案内

入試事務室からのご案内
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岸辺祭

“ 新 し い 事 の 道 を 切 り 拓 く ”

大 阪 学 院 大 学第
56
回

平成29年
10月21日（土）
・22日（日）

祝！！新入生歓迎会

校友会は、22日（日）にキッズショーの開催と支部による模擬店を出店しました。
今回は、台風の接近による天候悪化の影響で急遽場所や時間を変更してのキッズ
ショー開催・模擬店出店でしたが、たくさんの方にお越しいただきました。
支部による模擬店出店では、関東・北陸・東海・滋賀・奈良・岡山・広島・四国・九州支部
の９支部が、それぞれ自慢の特産品や名産品を持ち寄り盛り上げてくれました。
協賛いただいた支部のみなさま、大変な中ご協力いただきありがとうございました。

平成29年4月4日（火）この日、学院生として新たに仲間に加わった新入
生をお祝いするイベントが行われました。校友会も各支部より地元の
名産を提供いただき、噴水前広場で新入生のみなさんを歓迎しました。
数々の名産品を前にして、どれにしようか楽しそうに選んでいました。
名産品のご提供ならびに応援に来ていただいた支部のみなさん、ご協
力ありがとうございました。

今回初参加♪
かわいい金太郎飴の数々、
ミックスナッツや珍しい紅
茶味（アールグレイ）のナッ
ツを持参され、関東支部と
書かれたハチマキを巻い
て気合い十分でした。

関東支部

滋賀と言えば“鮒ずし”
あと、八幡こんにゃくや琵
琶湖で獲れる小魚の佃煮
各種と珍しいお味の数々
が店先に並べられ、立ち止
まるお客さんがどれにしよ
うか悩むくらいでした。

滋賀支部
カキ醤油、わさびドレッシ
ング、鯛ラーメンと広島な
らではの逸品を出店され、
ご存じの方は迷わずカキ
醤油やドレッシングに手を
伸ばされ、珍しい鯛ラーメ
ンはすぐに完売してしまう
くらいでした。

広島支部
香川からは、工場直売のさ
ぬきうどん、愛媛からは、
B級とはいえ高 級 バスタ
オル、そして高知からは老
舗西川屋さんのケンピや
キャラクターグッズと大人
から子供まで楽しめる賑
やかな店先でした。

四国支部

こちらも初参加♬
今回は博多名産の“めんべ
い”5種（辛口・玉ねぎ・マヨ
ネーズ・かつお・ねぎ）と色々
な味のめんべいがテーブル
に並びみなさん珍しそうに
買って行かれていました。

九州支部

ハズレなしの射的にミシマ
パンさんのラスク各種
ラスクは買うとじゃんけん
権があり、勝つとおまけラ
スクが付いてくるのでみな
さん楽しんでじゃんけんさ
れてました。

東海支部

富山・福井県産のこしひか
り米、ブラックラーメン、白
えびせんべい、九谷焼とた
くさんの名産品を持参い
ただき、やはり人気はこし
ひかり米の量り売りで、毎
年購入されるお客様もい
るほどです。

北陸支部
靴下詰め放題、大和野菜、三
輪そうめん、こけ玉など、選
ぶのに目移りしてしまうくら
いたくさんの名産品が並ん
でいて、台風来てますがやり
ますか？と事前問合せがあ
るくらい靴下詰め放題は今
回も人気のひとつでした。

奈良支部

数量限定キムラヤさんの
バナナロールにシガーフ
ライ、こんがりサクサク、ミ
ルクビスケット、バターク
ラッカーと昔懐かしいお
菓子がたくさん並び、役員
のお子さんも売り子で頑
張っていました。

岡山支部
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特別ご招待
昭和48年・63年の卒業生の皆様へ

日本学生支援機構（旧・日本育英会）からのお知らせ
日本学生支援機構（旧・日本育英会）の奨学金を返済されている方（卒業生）で、経済的困難により返還が困難になった場合は「奨学金返還期限猶予願」
もしくは「奨学金減額返還願」を日本学生支援機構に提出してください。
返還期限猶予・減額返還制度・願出方法の詳細については、ホームページ http://www.jasso.go.jp/または、電話（ナビダイヤル：0570-666-301）でご確認ください。

日　時：平成30年5月26日（土）
総　会：大阪学院大学本館７階ホール

12：00～（受付11：30～）
懇親会：大阪学院大学14号館02-01教室

13：00～（受付12：30～）
会　費：一家族につき3,000円（当日徴収）
	 ＊�平成29年9月、平成30年3月に
	 　卒業された新会員の方は無料です。

＜ お 願 い ＞
ご出席の方は平成30年5月10日（木）必着で、同封のハガキにて返信して下さい。
懇親会では、現役クラブ生によるパフォーマンスやイベント、お子様コーナー、料理コーナーを用意していますので、
お子様と一緒にお楽しみいただけます。ご家族おそろいでお越しください。

校友会では、多くの卒業生の方々に校友会活動を知っていただき、会員相互の親睦をより一層深めて
いただきたいとの思いから、毎年、卒業30・45年を迎える卒業生を懇親会にご招待いたします。
そこで本年は、昭和48年・63年の卒業生の皆さまをご招待することとなりました。
久しぶりに母校を訪ね、校友の皆さまと楽しい交流のひとときをすごされませんか？
同窓生お誘い合わせのうえ、ご参加いただきますようご案内申し上げます。
校友会では今後も卒業30・45年を迎えられる卒業生を順にご招待しますので、皆さまのご参加をお
待ちしております。

平成30年5月26日（土）の懇親会にご招待します。（会費無料）

＊本年は、昭和48年・63年にご卒業の皆さまは、校友会費の納入状況に関係なく無料でご招待いたします。
　なお、卒業年に関係なく参加費をお支払いくだされば卒業生ならびにご家族は、どなたでも懇親会へご参加いただけます。
＜お問合せ＞大阪学院大学校友会　TEL.06ｰ6318ｰ3260　E-mail : koyu@ogu.ac.jp

　総会終了後は、アカペラユニットとして
活躍している本校卒業生の「クリアランス」
の美しいハーモニーで開始、岡本会長の挨
拶、角田学生部長から祝辞をいただき、森田
副会長の乾杯の発声後、ビュッフェスタイル
の食事をいただきながら、歓談の時間とな
りました。
　昨年、創部50周年を迎えた吹奏楽部が、
素晴らしい演奏を披露。また、恒例の抽選会
では、番号を発表するたびに歓声があがり、
会場は大いに盛り上がりました。

平成29年度　懇親会の様子


